
日 本薬学会第 107年会， 1987， 4 ， 京都.
6) 糸 岡 利行， 的場勝英， 珍谷 勝， 山崎高嬢， 村

岡 修， 百 瀬 雄 章 7 位 置 換 4-Methoxybicyclo 
[ 3 . 3 . 1  J non-3-en-2-one の反応J性. 日 本薬学会
第107年会， 1987， 4 ， 京都.

7) 平井美朗， 酒井 宏， 山崎高磨 : Jaspamide の
合成研究. 非 ア ミ ノ 酸部の合成 に つ い て . 日 本薬
学会第107年会， 1987， 4 ， 京都.

8) 高畑広紀， 高松 保， 陳 印 山 ， 山崎高磨 : α
or ß - 置換 Y ， ô -不飽和 チ オ イ ミ デー ト 体の立

体選択的 ヨ ー ド ラ ク タ ミ ゼ ー シ ョ ン . 日 本薬学会
北陸支部第71 回例会， 1987， 6 ， 金沢.

9) 高畑広紀， 井黒和美， 高松 保， 山崎高麿 : δ

E - 不 飽和 チ オ イ ミ デー ト 類 の ヨ ー ド ラ ク タ ミ
ゼ ー シ ョ ン . ô - ラ ク タ ム 体の 合成. 日 本薬学会
北陸支部第71 回例会， 1987 ， 1 1 ， 富 山 .

10) Hirai Y.， Terada T .  and Yamazaki T 
metric Intramolecular Michael Reaction 
Pharm Sci'87， 1987， 12， Honolulu. 

1 1 ) Takahata H. ， Wong E.C. and Yamazaki T. : New 
Synthesis of 2，5-D-ialkypyrrolidine， JUC Pharm 
Sci'87， 1987， 12 ，  Honolulu. 
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⑨ 原 著
1 )  Akao Ta.， Akao Te. ， Kobashi K. : Glycyrrhizin ß 

一D-Glucuronidase of Eubαcterium sp. from Human 
Intestinal Flora. Chem. Pharm. Bull .  35 : 705-710， 
1987. 

2) Akao Te.， Mibu K.， Erabi T.， Hattori M.， Namba 

T.， Kobashi K. : Non-enzymatic Reduction of Senni­
dins and Sennosides by Reduced Flavin. Chem. 
Pharm. Bull .  35 : 1998-2003， 1987. 

3) Akao Te.， Akao Ta.， Hattori M.， Namba T.， 
Kobashi K .  : Enzymes Involved in the Formation of 
3 ß ， 7 ß -Dihydroxy- 12-oxo-5 ß -cholanic Acid 
from Dehydrocholic Acid by Ruminococcus sp 
Obtained from Human Intestine. Biochim. Biophys 
Acta 921 : 275-280， 1987. 

4) Kim D.-H. ，  Kobashi K. : Immobilized Ary lsulfo­
transferase. J. Biochem. 1 02 :  487-491 ，  1987. 

8) Takahata H.， Wang E.-C.， Nakaj ima T. and Yama­
zaki T. : Ketene 5，N-Acetals as Synthetic In­
termediates for Hetrocycles. New Synthesis of 
Multisubstituted Pyridine-2-thiones. Chem. Phαrm .  

Bull .  35 : 3139-3145， 1987. 

9)  Yamazaki T. ，  Matoba K. ，  Itooka T. ，  Chintani M.， 
Momose T. and Muraoka 0. : An Efficient and 
P r a c t i c a l S y n t h e s i s  of B i c y c l o  [ 3 . 3 . 1 J  
nonane-2 ，4 - d iones .  Chem . Pharm . Bul l .  35 

3453-3459. 1 987. 
10) Matoba K. and Yamazaki T. : 1 ，4，7-Dioxaseleno­

cines from 1 ，3-0xaselenoles. Chem. Pharm. Bull .  

35 : 4967-4971 ，  1987. 

1 1 )  Hirai Y.， Terada T.， Hagiwara A. and Yamazaki 
T. : A New Route to Benzo [aJ quinolizine Deriva­
tive by the Intramolecular Radical Cyclization. 
Chem. Lett : 2417-2418， 1987. 

12) Takahata H.， Takamatsu T.， Mozumi M.， Chen 
Y.-S. ， Yamazaki T. and Aoe K. : H ighly Selective 

lodine-Induced Lactam Formation from Y ，  Ô -Un­
saturated Thioimidates. New Entry to Functional­
ized Y -Lactams. ]. Chem. 50c. Chem. Commun 

1627-1629. 1987. 

⑥ 総 説
1 )  高畑広紀， 山 崎高磨 : チ オ ア ミ ド官能基の特性

を 利 用 す る 複素環合成. 有機化学合成協会誌， 45，
682-690， 1987. 

2) 山 崎高麿， 高畑広 紀 : 薬理活性志 向 の ヘ テ ロ 環
の 合成研究. 薬学雑誌， 1 07， 459-470， 1987. 

⑥ 学会発表
1) 高畑広紀， 丸 山 美穂子， 山崎高磨 : チ オ ア ミ ド

基 の 化 学. Y ，  Ô - 不 飽 和 チ オ ア ミ ド の lodine­
induced Cyclization ( 2 ). 日 本薬 学 会 第 107 年 会，
1987， 4 ， 京都.

2) 高畑広紀， 王 英基， 山 崎高磨 2 級 ア ミ ド の
ジ ア ニ オ ン 体 と エ ポ キ シ ド の 反応. Y ラ ク タ ム
類 の 合成への応用 . 日 本薬学会第107年会， 1 987， 
4 ， 京都.

3) 平井美朗， 寺 田 孝， 山崎高醸 : キ ラ ル塩基 を
用 い る 分子内不斉マ イ ケ ル 反応. 天然物合成への
応用 . 日 本薬学会第 107年会， 1987， 4 ， 京都.

4) 平井美朗， 寺 田 孝， 萩原 篤， 山崎高麿 : ラ
ジ カ ル環化反応 を 用 い る Benzo [ a  J quinolizidine 

骨 格 の 合成. 日 本薬学会第 107年会， 1 987， 4 ，  
京都.

5) 的 場 勝英， 杉 浦 勝， 寺 田 孝， 山 崎 高 麿 :
l -Styrylpyrro [1 ，2-aJ quinoxaline の 光 閉 環反応.

衛 生 ・

教 授
助 教 授
助 手
助 手
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5) Akao Ta.， Akao Te.， Kobashi K. : Purification 

and Characterization of 7 ß -Hydroxysteroid De­
hydrogenase from Ruminococcus sp. of Human In­
testine. ] .  Biochem. 1 02 :  613-619，  1987 

6) Shu Y. -Z. ，  Hattori M.， Akao T.， Kobashi K.， Kagei 
K.， Fukuyama K.， Tsukihara T.， r、Jamba T. : Meta­
bolism of Paeoniflorin and Related Compounds by 
Human Intestinal Bacteria 11 .  Structures of 7S­
and 7R- Paeonimetabol ins 1 and 11 Formed by 
Bacteroides fragilis and Lactobαcillus brevis. Chem. 
Pharm. Bull . 35 : 3726-3733， 1987. 

7) Shu Y. -Z. ，  Hattori M.， Akao T. ， Kobashi K.， Nam­
ba T. : Metabolism of Paeoniflorin and Related 
Compounds by Human Intestinal Bacteria 皿

Metabolic Ability of Intestinal Bacterial Strains 
and Fecal Flora from Different Individuals. ] .  Med. 
Pharm. Soc. for Wakan Yaku 4 : 82-87， 1987. 

⑥ 総 説
1) Kobashi K. ， Kim D.-H. ，  Morikawa T. : A Novel 

Type of Arylsulfotransferase. J. Protein Chemistry 
6 : 239-246， 1987 

2) 小橋恭一， 赤尾光昭， 赤尾泰子， 服部征雄， 難
波恒雄 : 腸 内菌 に よ る 生薬成分の代謝 I腸 内 フ

ロ ー ラ と 代謝」 光 岡 知足編， 57-78， 学 会 出 版 セ
ン タ ー ， 1987. 

3) 小橋恭一 : 尿素分解酵素 阻害剤 I肝胆膝」 特
集抗酵素療 法 の 基礎 と 臨床， 15 : 27-33， 国 際 医
書出版， 1987. 

⑥ 学会報告
1) 赤尾光昭， 赤尾泰子， 小橋恭一 : グ リ チ ル リ チ

ン に よ る ヒ ト 腸 内 細 菌 Eubacterium sp. の 増 殖促
進. 日 本薬学会第 107年会， 1987， 4 ， 京都.

2) 石 坂 浩 文， 竹部幸子， 小橋恭一 Ureaplasma
Urease の 精 製 と 性 質. 日 本 薬 学 会 第 107 年 会，
1987， 4 ， 京都.

3) 許 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一， 富
森 毅 : 腸内菌 に よ る 和漢薬成分の代謝 (第 13報)
フ ラ ボ ン C- グ リ コ シ ド の 代 謝 に つ い て . 日 本薬

学会第 107年会， 1987， 4 ， 京都.
4) 金 東鉱， 小橋恭一， 古市泰宏 : グ ラ ム 陽性嫌

気性 菌 で あ る Eubacterium の DNA 分離 と 性 質.

日 本薬学会第107年会， 1987， 4 ， 京都.
5) 赤尾泰子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 服部征雄， 難

波恒雄 : ヒ ト 腸 内 菌 Clostridium innocuum の 3 α ー
ヒ ド ロ キ シ グ リ チ ル レ チ ン 酸デ ヒ ド ロ ゲナ ー ゼ.

日 本薬学会第107年会， 1987， 4 ， 京都.
6) Hattori M. ，  Namba T.， Akao T.， Kobashi K.  

- 103 

Metabolism of Sennosides by Human Intestinal 
Bacteria. 1 st International Symposium on Senna， 
1987， 5 ，  Rottach-Egern (W-Germany) 

7) 松田洋子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 箭 躍 中 ， 服
部征雄， 難波恒雄 . '苛薬成分ベ オ ニ フ ロ リ ン の ヒ
ト 腸 内 菌 Lαctobacillus brevis に よ る 代謝 と そ の 関

連酵素. 第 4 回 和 漢医薬学会， 1987， 8 ， 富 山 .
8 )  箭 躍 中 ， 服部征雄， 赤尾光昭 ， 小橋恭一， 難

波恒雄 : 腸 内細菌 に よ る 生薬成分の代謝 と 薬効発
現. 第 1 回 日 中東洋医学会議， 1987， 9 ， 東京.

9) Nakano M. ， Wada K. ，  Sakamoto K. ， Odake S. ， 
Okayama T.， Morikawa T.， Kim D.-H.， Kobashi K .  
O-sulfation of  Tyrosine in Peptides by an Immobil ­
ized Arylsulfotransferase. Japan Symposium on 
Peptide Chemistry， 1987， 9 ，  Kobe. 

10) 赤尾光昭， 赤尾泰子， 小橋恭一 : 甘草成分 グ
リ チ ル リ チ ン の腸 内菌酵素 に よ る 代謝. 第60回 日
本生化学会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987， 10， 金沢.

1 1 )  赤尾泰子， 赤尾光昭， 小橋恭一 : ヒ ト 腸 内 菌
Ruminococcus か ら の 7 ß - ヒ ド ロ キ シ ス テ ロ イ ド

デ ヒ ド ロ ゲナ ー ゼ. 第60回 日 本生化学会， 1987， 
10， 金沢.

12) 清水洋一， 藤 井 豊， 小橋恭一， 中 井 昇 :
M l 型 ピ ル ビ ン 酸 キ ナ ー ゼ を 特異 的 に 失活 さ せ る
プ ロ テ ア ー ゼ 5 . 酸性 Ml-PK 失活 プ ロ テ ア ー

ゼの性質. 第60回 日 本生化学会， 1987， 10， 金沢.
13) 金 東鉱， 古 泉 素 明 ， 小橋恭一 : フ ェ ノ ー ル

硫酸転移酵素 のMg+ + に よ る 活性化 と そ の ATP に
よ る 阻害. 第60回 日 本生化学会， 1987， 10， 金沢.

14) 針 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一，
富森 毅 : 腸 内 菌 に よ る 和 漢薬成分の代謝 (第14
報) C- グ リ コ シ ド の代謝開裂 に つ い て . 日 本生薬
学会第34 回年会， 1987， 10， 東京.

15)  Takebe S. ， Numata A. ，  Kanamori Y. ， Ishisaka H.， 
Kobashi K. : Comparison Between Acid and Neut­
ral Urease from Bacteria. JUC Pharm Sci 87， 1987， 
12， Hawaii. 

16) Shu Y. -Z. ，  Hattori M.， Akao T.， Kobashi K. ，  
Namba T. : Individual Difference in Metabolism of 
Paeoniflorin by Intestinal Flora. JUC Pharm Sci 
87，  1987， 12， Hawaii. 

⑨ その 他
1) 小 橋 恭 一 : 非 タ ン パ ク 性 窒 素 化 合 物.

'INTEGRATED ESSENTIALS 臨 床 化 学」 南 原 利
夫， 奥田 潤編， 127- 136， 南江堂， 1987. 

2) Kim D.日.， Konishi L.， Morikawa T.， Kobashi K .  
A Novel Type of  sulfotransferase from a Human 



3) 北 川 久， 中 川 秀 夫 Tumor Necrosis Factor 

に よ る 炎症組織 コ ラ ー ゲ ン 分解促進 に対す る 抗炎
症薬の影響. 第 8 回 日 本炎症学会， 1987， 7 ， 東

京 .
4) 堀越葉子， 加藤僚子， 渡辺一義， 中 川 秀夫 : 抗

炎症 薬 に よ る 血 紫 Acute-phase reactants レ ベ ル

の変動， 第 8 回 日 本炎症学会， 1987， 7 ， 東京.
5) 星野和也， 中 川 秀夫 : 炎症組織の コ ラ ー ゲ ン 線

維結合性ゼ ラ チ ナ ー ゼ に対す る デキ サ メ タ ゾ ン の
抑制作用 . 第 8 回 日 本炎症学会， 1987， 7 ， 東京.

6) 佐藤清之， 中 川 秀夫 : ラ ッ ト 多形核 白 血球の化

学遊走 に対す る 急性期反応性 プロ テ ア ー ゼ イ ン ヒ
ピ タ ー の影響. 第 8 回 日 本炎症学会， 1987， 7 ， 
東京.

7) 平 田 一 成， 中 川 秀 夫 : ラ ッ ト 血 紫 Cysteine
Proteinase 1nhibitor の 精 製 と Tumor Necrosis 

Factor の 影響. 第 8 四 日 本炎症学会， 1987 ， 7 ， 

東京.
8) 渡辺一義， 中 川 秀夫 : ラ ッ ト 腎糸球体上皮様細

胞 由 来 の多形核 白 血球遊走因子. 第 8 回 日 本炎症
学会， 1987， 7 ， 東京.

9) 星野和也， 中 川 秀夫 : 炎症組織 α コ ラ ー ゲ ン 線
維結合性ゼ ラ チ ナ ー ゼの性状. 第60回 日 本生化学
会， 1987， 10， 金沢.

10) 前 田 竜伸 ， 坂 田 和 彦 ， 中 川 秀夫 : ラ ッ ト 多 形
核 白 血球ゼ ラ チ ナ ー ゼ の カ テ プ シ ン G に よ る 活性
化. 第60回 日 本生化学会， 1987， 10 ， 金沢.

1 1 ) 坂 田 和 彦 ， 中 川 秀夫 : ラ ッ ト 多形核 白 血球由
来 の40kDa エ ラ ス タ ー ゼ様酵素. 第60回 日 本生化

学会， 1987， 10， 金沢.
12) 三井健一郎， 脇 功 巳， Perfringolysin-O の致

死活性. 第60回 日 本生化学会， 1987， 10， 金沢.

13) 岩 下 淑 子 ， 岩 本 真 知 子， 三 井 健 一 郎， 安 藤

進 : 修飾 0 毒素 を も ち い た細胞膜 コ レ ス テ ロ ー ル

の存在状態の 解析. 第60回 日 本生化学会， 1987， 
10， 金沢.

1ntestinal Bacterium. Eubacterium A -44 and its 
Biotechnological Application. J. Pharmacobio-Dyn. 
1 0  : S-24， 1987. 

3) Shu Y.-Z. ，  Hattoti M. ，  Namba T. ，  Mibu K. ，  Akao 
T.， Kobashi K . : Metabolic Activation of Compo­
nents of Oriental Medicines by Human 1ntestinal 
Flora. On Paeoniflorin and Albiflorin， Consti­

tuents of Paeony Roots. J .  Pharmacobio-Dyn. 1 0  

S-58， 1987. 

4) 小橋恭一 : ヒ ト 腸内菌 由 来の新酵素 フ ェ ノ ー ル

硫酸転移酵素. 昭和61年度和漢薬 ・ バ イ オ テ ク ノ

ロ ジ ー 受託研究研究成果報告書 (富山 県) 35-61 ， 
1987. 

5) 小橋恭一， 赤尾光昭， 服部征雄， 難波恒雄 : ヒ

ト 腸内細菌 に よ る 巧薬成分の代謝 と 薬効の発現.
昭 和 61 年 度 乳 酸 菌 研 究 会 に 関 す る 報 告 書
199-205， 1987. 

⑥ 原 著
1 )  Nakagawa H . ，  Kitagawa H. and Aikawa Y 

Tumor necrosis factor stimulates gelatinase and 
collagenase production by granulation tissue in 
culture. Biochem. Biophys. Res. Commun. 1 42 

791-797， 1987. 

2) Yamaki K.， Nakagawa H. and Tsurufuj i S. : 1n­
hibitory effects of anti - inflammatory drugs on type 

11 collagen induced arthritis in rats. Ann. Rheum. 
Dis. 46 : 543-548， 1987 

3) Watanabe K. and Nakagawa H. : Production of a 
chemotactic factor for polymorphonuclear leuko­
cytes by epithelioid cells from rat renal glomeruli 
in culture. Biochem. Biophys. Res. Commun. 1 49 

989-994. 1987 

⑮ 学会報告
1) 中 川 秀夫， 坂田和彦， 相 川 幸彦， 北川 久， 沖

美 由 紀 : 炎症組織， 細胞が産生す る ゼ ラ チ ナ ー ゼ

分子種の解析. 第34回 コ ラ ー ゲ ン 研究会， 1 987， 
L 名古屋.

2) 北川 久， 相川 幸彦， 中 川 秀夫 : Tumor Necro­

sis Factor に よ る 炎症組織 の コ ラ ー ゲ ン 分解促進
作用. 日 本薬学会第107年会， 1987， 4 ， 京都.
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φ 原 著
1 )  Amin M. ，  Kurosaki F. and Nishi A. : Carrot phy­

toalexin inhibits Ca2 + ，  calmodulin-dependnt pro­
tein phosphorylation in carrot cells. Phytochemi 

- 1 04 -



stry 26 : 51 -53， 1987. 6) 黒崎文也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン 培養細胞 に お け
2 )  Morita M. and Nishi A. : Incorporation of る フ ァ イ ト ア レ キ シ ン 産生 の誘導. 日 本植物学会

radioactive mannose into glycolipids and glycopro- 第52 回 大会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987， 1 1 ， 筑波.
teins in growing and encysting plasmodia of a ⑨ その他
slime mold. Biochem. Int. 1 4 : 457-465， 1987. 1) 西 荒介 : 植物培養細胞 に お け る 二次代謝活性

3) Pratt L.F.， Okamura S. and Cleveland D.W. : A の誘導. バ イ オ 科学研究所セ ミ ナ ー ， 1987， 10， 
divergent testis-specific a -tubulin isotype that 山 形.
does not contain a coded c -terminal tyrosine. Mol. 

Cell. Biol. 7 : 552-555， 1987. 

4) Kurosaki F.， Tsurusawa Y. and Nishi A. : The 
elic itation of phytoalexins by Ca2+ and cyclic AMP 
in carrot cells. Phytochemistry 26 : 1919- 1923， 
1987. 

5) Kurosaki F. ，  Tashiro N. and N凶i A. : Induction， 
purification and possi ble function of chitinase in 
cultured carrot cells. Physiol. Mol. Plant Pathol. 
31 : 201 -210， 1987. 

6) Kurosaki F.， Tashiro N.  and r、Jishi A. : Secretion 
of chitinase from cultured carrot cells treated with 
fungal mycelial walls. Physiol. Mol. Plant Pathol. 
31 : 21 1 -216， 1987. 

7) Kurosaki F. ，  Tsurusawa Y. and Nishi A. : Break­
down of phosphatidylinositol during the elicitation 
of phytoalexin production in cultured carrot cells. 
Plant Physiol. 85 : 601 -604， 1987. 

⑨ 総 説
1) 西 荒介 : 培 養 細 胞 に お け る カ ロ チ ノ イ ド 生

産. 組織培養 1 3 : 379-382， 1987. 

⑨ 学会報告
1) 黒崎文也， 鶴津 豊， 西 荒介 : ニ ン ジ ン 培養

細胞に お け る フ ァ イ ト ア レ キ シ ン 生成活性の誘導
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